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令和７年２月１２日（水 ） 南河内環境事業組合議会第１回定例会を南河内

環境事業組 合会議室に招 集 さ れた。  

  出席者は、次のとお り で ある。  

    １  番  議  員      本  博  之   

    ２  番  議  員    桂      聖   

    ３  番  議  員    奥  井  良  一   

    ４  番  議  員    駄場 中  大  介  

    ５  番  議  員    吉  竹  英  行  

    ６  番  議  員    西  野  滋  胤   

    ７  番  議  員    花  田  全  史  

    ８  番  議  員    酒  本  千  紘  

    ９  番  議  員    寺  内  裕  介   

   １０  番  議  員    堀  辺  まゆみ  

   １１  番  議  員    南  齋  哲  平   

   １２  番  議  員    今  城  克  久  

   １３  番  議  員    佐々 木  希  絵   

   １４  番  議  員    藤  浦    稔   

   

  説明のための出席者 は 、 次のとおりである。  

   管 理 者   富 田 林 市 長     村  善  美  

   副 管 理 者   河 内 長 野 市 長   西  野  修  平  

   副 管 理 者   河 南 町 長   森  田  昌  吾  

   副 管 理 者   太 子 町 長   田  中  祐  二  

   副 管 理 者   千 早 赤 阪 村 長   菊  井  佳  宏  

   副管理者副市長   富 田 林 市 副 市 長   谷  口  勝  久  

   監 査 委 員             北  井  末  廣  
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   事 務 局   事 務 局 長   西  尾  順  治  

   事 務 局   事務局理事兼資源再生ｾﾝﾀｰ所長   浅  川    浩  

   書 記   総 務 企 画 課 長         彰  

     （ 会 計 管 理 者 ） 

 

議事日程は次のとおりで あ る。  

 日程第１  会議録署名議員の 指名について  

日程第２  会期の決定について  

日程第３  報告第１号  

組合議会議員の異動について  

日程第４  承認第１号  

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定についての専決処分につき承認を求めることについて  

日程第５  承認第２号  

令和６年度南河内環境事業組合一般会計補正予算（第２号）

の専決処分につき承認を求めることについて  

日程第６  議案第１号  

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて  

日程第７  議案第２号  

令和６年度南河内環境事業組合一般会計補正予算（第３号）  

日程第８  議案第３号  

令和７年度南河内環境事業組合一般会計予算  

日程第９  監査報告第１号  

例月出納検査結果の結果報告について  

（ 令 和 ６ 年 度  ７ 月 ・ ８ 月 ・ ９ 月 分 ・ １ ０ 月 分 ・ １ １ 月 ・  

１２月分）  
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（開会  午後２時３５分）  

 

議長（駄場中大介）  

本日は、定例会を招集さ れ ましたところ、議員のみなさまにはご多用にも

かかわりま せず、ご出席 を い ただきまして、ありがとうございます。  

ただいまの出席議員は１ ４ 名全員でございます。定足数に達しております

ので、ただ いまから、令 和 ７ 年第１回南河内環境事業組合議会定例会を開会

いたします 。  

それでは、議事に入りま す 前に管理者よりご挨拶をいただきます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

それでは、開会にあたり ま して一言ご挨拶を申し上げます。  

本日、令和７年第１回南 河 内環境事業組合議会定例会を招集させていただ

きましたと ころ、みなさ ま 方 にはご出席を賜りまして、誠にありがとうござ

います。ま た、平素より 本 組 合事業の推進に、格別のご理解とご協力を賜り、

厚く御礼申 し上げます。 さ て 、昨年１１月から１２月に、関係市町村におき

まして、清 掃工場でのご み 処 理を住民のみなさんに知ってもらうことがごみ

減量への第 一歩である、 と し て開催をさせていただいた、６市町村パネルリ

レーでござ いますが、２ ０ ２ ５大阪・関西万博を契機に府全域で取り組まれ

ている、街 ・川・海にご み の ないきれいな大阪の実現をめざす、大阪ごみゼ

ロプロジェ クトでも、環 境 啓 発活動として大阪府のホームページでも取り上

げていただ きましたので 、 ご 報告させていただくとともに、パネル展示期間

中、ご協力 いただきまし た み なさまに、重ねて御礼を申し上げます。  

それでは、今期定例会で ご 審議いただきます案件でございますが、異動報

告が１件、 条例が２件、 補 正 予算が２件、令和７年度予算が１件、監査報告

が１件の計 ７件でござい ま す 。  

各 案 件 に つ き ま し て は 、 の ち ほ ど 、 提 案 説 明 を 申 し 上 げ ま すの で 、  よ ろ
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しくご審議 のうえ、原案 ど お りご賛同賜りますよう、お願いを申し上げまし

て、  開会のご挨拶 と させていただきたいと思います。  

どうぞよろしくお願いい た します。  

 

議長（駄場中大介）  

ありがとうございました 。  

ここで議会運営委員長の 報 告を求めます。  

南齋委員長。  

 

議会運営委員長（南齋哲 平 ）  

先ほど開催されました議 会 運営委員会におきまして、第１回定例会に付議

される案件 について了承 さ れ ましたので、ご報告を申し上げます。  

まず、会議録署名議員の 指 名、会期の決定に続きまして、日程第３、報告

第１号から 日程第９、監 査 報 告第１号までの７件でございます。なお、日程

第４と日程 第５は一括議 題 と し、一括質疑ののち、討論、採決でございます。  

以上で報告を終わります 。  

 

議長（駄場中大介）  

ありがとうございます。 こ れをもちまして、議会運営委員長の報告を終結

いたします 。  

ここでみなさんに申し上 げ ます。  

古川副管理者から今定例 会 を欠席したい旨の届出がありますので、ご了承

を願います 。  

それでは議事に入ります 。  

日程第１、会議録署名議 員 の指名についてでありますが、本件は会議規則

第８１条の 規定により、 議 長 において指名いたします。１２番議席の今城克

久議員、１ ４番議席の藤 浦 稔 議員の両議員にお願いをいたします。  

続きまして、日程第２、 会 期の決定についてを議題といたします。  
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お諮りいたします。会期 は 、本日１日とすることに、ご異議ございません

か。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って会期は、本日１日と決定いたしました。  

次に、日程第３、報告第 １ 号、組合議会議員の異動についてを議題といた

します。  

報告を求めます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

ただいま上程されました 報 告第１号、組合議会議員の異動につきまして、

内容のご説 明を申し上げ ま す 。  

まず、河内長野市選出議 員 の異動でございます。令和６年８月３０日の河

内長野市議 会定例会にお き ま して、吉竹英行議員が新たに就任をされており

ます。  

次に河南町選出議員の異 動 でございます。令和６年１０月１７日の河南町

議会臨時会 議におきまし て 、 佐々木希絵議員が新たに就任されております。  

次に、太子町選出議員の 異 動でございます。令和６年１０月３１日の太子

町議会臨時 会におきまし て 、  本博之議員が引き続き就任をされております。  

それぞれのご住所、生年 月 日は議案書に記載のとおりでございます。  

旧議員には、これまでの ご 労苦に深謝いたしますとともに、新たに就任を

されました 方々におかれ ま し ては、今後のご活躍をお願い申し上げまして、

ここに異動 がありました こ と を、ご報告申し上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

ただいまの組合議会議員 の 異動につきましては、組合規約第６条第３項の
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規定による ものでござい ま す 。  

なお、新議員の議席は、 会 議規則第４条の規定に基づき私のほうで決めさ

せていただ きます。  

１番議席に  本博之議員、５番議席に吉竹英行議員、１３番議席に佐々木

希絵議員と いたします。  

それでは次に、日程第４ 、 承認第１号、一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改 正する条例の 制 定 についての専決処分につき承認を求めることに

ついて、日 程第５、承認 第 ２ 号、令和６年度南河内環境事業組合一般会計補

正予算（第 ２号）の専決 処 分 につき承認を求めることについての２件を、一

括議題とす ることにご異 議 ご ざいませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第１号から 承 認第２号は一括議題といたします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

本日の定例会よろしくお 願 いいたします。これ以降のご説明は着座にてご

説明させて いただきます 。 た だいま一括上程されました２件につきまして、

それぞれ提 案の理由並び に そ の内容のご説明を申し上げます。  

議案書の２頁をお願いい た します。  

承認第１号の一般職の職 員 の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について の専決処分に つ き 承認を求めることについて、提案の理由並びに

内容をご説 明申し上げま す 。  

まず、提案の理由でござ い ますが、管理市の富田林市におかれましては、

令和６年第 ４回市議会定 例 会 において、令和６年の人事院勧告を踏まえ、関
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係条例の一 部改正を可決 さ れ ましたので、本組合も同様に取り扱いいたした

く、令和６ 年１２月２６ 日 付 専決処分をさせていただきましたので、承認を

求めるもの でございます 。  

その内容でございますが 、 議案書３頁をお願いいたします。第１条は一般

職給料表を 国の改定に準 じ ま して引き上げるとともに、一般職の職員に対し

令和６年１ ２月に支給す る 期 末手当及び勤勉手当の支給割合を引き上げ、年

間支給割合 を４．６か月 と す るものでございます。  

また、暫定再任用職員に 対 し、令和６年１２月に支給する期末手当及び勤

勉手当の支 給割合をそれ ぞ れ 引き上げ、期末手当と勤勉手当を合わせた年間

支給割合を ２．４か月と す る ものでございます。  

議案書の７頁をお願いい た します。  

第２条は、期末手当及び 勤 勉手当の支給割合引上げ分について、令和７年

４月以降の 期末手当及び 勤 勉 手当の支給割合がそれぞれ均等になるよう改め

るものでご ざいます。  

なお、附則第１条は施行 期 日等を規定するもので、この条例は公布の日か

ら施行いた しますが、第 １ 条 の規定による改正後の一般職の職員の給与に関

する条例の 規定は、令和 ６ 年 ４月１日から適用するものでございます。なお、

附則第２条 は給与の内払 の 規 定で、附則第３条は規則への委任規定でござい

ます。  

承認第１号は以上でござ い ます。  

続きまして、議案書１０ 頁 をお願いいたします。  

承認第２号、令和６年度 南 河内環境事業組合一般会計補正予算（第２号）

の専決処分 につき承認を 求 め ることについてでございます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、承認第１号の給与条例の改正に伴う人

件費に係る 予算上の措置 を 講 じるため、令和６年１２月２６日に専決処分さ

せていただ きましたので 、 承 認を求めるものでございます。  

議案書の１１頁をお願い い たします。  

第１条で、歳入歳出予算 の 総額に歳入歳出それぞれ８４０万５千円を追加
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し、歳入歳 出予算の総額 を 歳 入歳出それぞれ５４億１，２７３万９千円とす

るものでご ざいます。  

それでは、内容につきま し て事項別明細書の歳出からご説明を申し上げま

す。１８頁 をお願いいた し ま す。  

まず、上の表、款２．総 務 費、項１．総務管理費、目１．一般管理費にお

きまして、 事務局、総務 企 画 課職員の人件費１７８万４千円を増額し、補正

後の額を７ ，５８２万４ 千 円 としております。内訳は、説明欄に記載のとお

りでござい ます。  

下の表でございますが、 款 ３．衛生費、項１．ごみ処理費、目１．第１清

掃工場業務 管理費におき ま し て、職員人件費３４２万６千円を増額し、補正

後の額を８ 億５，７８２ 万 ７ 千円としております。内訳は説明欄に記載のと

おりでござ います。  

２０頁をお願いいたしま す 。  

同じく衛生費のごみ処理 費 、目２．第２清掃工場業務管理費におきまして、

職員人件費 ２３３万２千 円 を 増額し、補正後の額を６億８，２６２万４千円

としており ます。内訳は 説 明 欄に記載のとおりでございます。  

次に、下の表でございま す が、同じく衛生費の項２．し尿処理費、目１．

資源再生セ ンター業務管 理 費 におきまして、職員人件費８６万３千円を増額

し、補正後 の額を２億１ ３ １ 万７千円としております。内訳は説明欄に記載

のとおりで ございます。  

議案書、戻っていただき ま して１６頁をお願いいたします。事項別明細書

の２の歳入 をご説明申し 上 げ ます。  

今回の補正に要します財 源 といたしましては、全額、款６、項１、目１．

繰越金にお いて８４０万 ５ 千 円を増額し、補正後の額を１億９，５７８万８

千円とする ものでござい ま す 。  

あと２２頁から３１頁は 、 給与費明細書でございます。恐れ入りますが、

ご覧をいた だきまして説 明 は 省略をさせていただきます。  

承認第２号は以上でござ い ます。  
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以上で、一括上程されま し た２件につきましてのご説明とさせていただき

ます。  

よろしくご審議のうえ、 原 案どおりご承認賜りますよう、お願い申し上げ

ます。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。一 括 して質疑をお受けいたします。質疑ございませ

んか。  

 

（質疑なし。）  

 

それではこれにて質疑を 終 結いたします。  

それでは、１件ずつ討論 と 採決を行います。まず、承認第１号について討

論に入りま す。  

 

（討論なし。）  

 

これにて討論を終結し採 決 いたします。  

承認第１号を原案のとお り 承認することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第１号、一 般 職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定 についての専 決 処 分につき承認を求めることについては、原案の

とおり承認 されました。  

次に、承認第２号につい て の討論に入ります。  
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（討論なし。）  

 

これにて討論を終結し採 決 をいたします。  

承認第２号を原案のとお り 承認することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 承 認 第 ２ 号 、 令 和 ６ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第２号） の専決処分に つ き 承認を求めることについては、原案のとおり承

認されまし た。  

次に、日程第６、議案第 １ 号、職員の退職手当に関する条例の一部を改正

する条例の 制定について を 議 題といたします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

ただいま上程されました 議 案第１号、職員の退職手当に関する条例の一部

を改正する 条例の制定に つ き まして、提案の理由並びに内容をご説明申し上

げます。  

議案書３２頁をお願いい た します。  

まず、提案の理由でござ い ますが、雇用保険法等の一部を改正する法律が、

令和６年５ 月１７日に公 布 、 令和７年４月１日から施行され、国家公務員退

職手当法に おいて、就業 促 進 手当に関して改正されたことに伴い、富田林市

におかれま しては、令和 ６ 年 １２月市議会におきまして本条例の一部改正が

可決されま したので、本 組 合 も同様の取り扱いをいたしたく、所要の改正を

行うもので ございます。  

その内容でございますが 、 議案書３３頁をお願いいたします。  
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職員の退職手当に関する 条 例第１０条第１１項第４号において定める失業

保険の就業 促進手当の額 に 相 当する金額を、退職手当として支給する対象者

を、職業に 就いたものか ら 、 安定した職業に就いた者に改め、同条第１４項

において、 雇用保険法第 ５ ６ 条の３第１項第１号に該当する者に係る就業促

進手当につ いて同条第４ 項 の 規定により基本手当を支給したものとみなされ

る日数に相 当するなどに 改 め ます。  

また、附則第７項におい て 定める経過措置の期間を、令和７年３月３１日

以前から令 和９年３月３ １ 日 に改めます。  

なお、附則といたしまし て 、この条例は令和７年４月１日から施行するも

のでござい ます。  

また、附則第２項では、 必 要な経過措置を定めるものでございます。  

以上、議案第１号の説明 と させていただきます。  

何とぞ、よろしくご審議 の うえ、原案どおり御議決賜りますよう、お願い

申し上げま す。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。質 疑 をお受けいたします。ございませんか。  

 

（質疑なし。）  

 

それではこれにて質疑を 終 結いたします。  

それでは、議案第１号に つ いて討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これにて討論を終結いた し ます。  

これより、議案第１号を 採 決いたします。  

本案は、原案のとおり可 決 することにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第１号、職 員 の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

の制定につ いては、原案 の と おり可決されました。  

次に、日程第７、議案第 ２ 号、令和６年度南河内環境事業組合一般会計補

正予算（第 ３号）を議題 と い たします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ２ 号 、 令 和 ６ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合  

一般会計補 正予算（第３ 号 ） につきまして、提案の理由、並びに内容をご説

明申し上げ ます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、このたびの補正は、基金の定期預金利

率の増加に 伴う補正、第 １ 清 掃工場基幹的設備改良事業の令和５年度事業の

継続費を繰 越ししたこと に よ る起債償還及び財源の補正と本事業による他施

設処理費等 の補正、並び に 雇 用保険の加入手続き漏れによる補正でございま

す。  

それでは、内容をご説明 申 し上げます。  

議案書３５頁をお願いい た します。  

第１条で歳入歳出予算の 総 額から歳入歳出それぞれ４，６７８万４千円を

減額し、歳 入歳出予算の 総 額 を歳入歳出それぞれ５３億６，５９５万５千円

とするもの でございます 。  

次に４４頁をお願いいた し ます。  

事項別明細書の歳出から ご 説明を申し上げます。また、財源につきまして

も同時にご 説明申し上げ ま す 。  
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款２．総務費、項１．総 務 管理費、目１．一般管理費、３１万４千円の増

額で、節４ ．共済費２６ 万 １ 千円は、フルタイム暫定再任用職員を一般職と

同様に取り 扱ったために 生 じ ました雇用保険加入申告漏れによる、さかのぼ

り２年の保 険料と、節２ １ ． 補償、補填及び賠償金は、申告漏れによる追徴

金５万３千 円を計上して お り ます。財源は繰越金でございます。なお、今回

の雇用保険 料の措置につ き ま しては、対象の所属が、総務企画課、第１清掃

工場、第２ 清掃工場、資 源 再 生センターとなっておりますので、以下に出て

まいります それぞれの業 務 管 理費で過年度分保険料をそれぞれ計上させてい

ただいてお ります。  

次に、款３．衛生費、項 １ ．ごみ処理費では、上から目１．第１清掃工場

業務管理費 、６万８千円 の 増 額、その下、目２．第２清掃工場業務管理費、

６万８千円 の増額は、先 ほ ど と同様の雇用保険料でございます。次に、目３．

財産管理費 、補正額８６ 万 ７ 千円の増額につきましては、施設整備基金及び

退職手当基 金の定期預金 の 利 子積立金におきまして、利率が上がったことに

より、基金 への積立金を 増 額 させていただくもので、財源は財産運用収入で

ございます 。  

次に、目７．第１清掃工 場 基幹的設備改良事業費、補正額２，７１５万１

千円の増額 で、説明欄に あ り ますように、柏羽藤環境事業組合でのごみ処理

費負担金、 ４，５９７万 ８ 千 円の増額と、市町村収集運搬委託料等支援負担

金、１，８ ８２万７千円 の 減 額によるもので、財源は基金繰入金でございま

す。  

４６頁、４７頁をお願い い たします。  

上の表、款３．衛生費、 項 ２．し尿処理費、目１．資源再生センター業務

管理費は、 先ほどからの 雇 用 保険料でございます。次に、目２．財産管理費

の補正額３ ９万６千円の 増 額 につきましては、ごみ処理費同様、基金の定期

預金利率が 上がったこと に よ り、基金への積立金を増額させていただくもの

で、財源は 財産運用収入 で ご ざいます。  

その下、款４、項１．公 債 費、目１．元金の補正７，５７４万円の減額は、
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第１清掃工 場基幹的設備 改 良 事業におきまして、令和５年度事業の一部を令

和６年度に 繰り越したこ と に より起債償還額が減額となったもので、減額の

財源は基金 繰入金でござ い ま す。  

以上が歳出の内容でござ い ます。  

続きまして、歳入をご説 明 申し上げます。戻りまして４０頁をお願いいた

します。  

上の表、款４．財産収入 、 項１．財産運用収入、目１．利子及び配当金、

補正額１２ ６万３千円の 増 額 につきましては、ごみ、し尿の施設整備基金及

び退職手当 基金の定期預 金 の 利率が上がったことにより、収入増となってお

ります。  

その下、款５．繰入金、 項 １．基金繰入金、目１．施設整備積立基金繰入

金、補正額 ４，８５８万 ９ 千 円の減額につきましては、説明欄、第１清掃工

場基幹的設 備改良事業に お き まして、ごみ処理費負担金等の増額、及び本事

業の令和５ 年度の一部事 業 を 令和６年度に繰り越したことにより起債償還額

の財源が不 用となったこ と か ら、相殺により減額補正するものでございます。  

次の４２頁をお願いいた し ます。  

款６、項１、目１．繰越 金 、補正額５４万２千円は、雇用保険申告漏れに

よる過去２ 年分の保険料 徴 収 及び追徴金の財源を計上しております。  

以上で、令和６年度南河 内 環境事業組合一般会計補正予算（第３号）の説

明とさせて いただきます 。  

よろしくご審議いただき ま して、原案どおり御議決賜りますよう、お願い

申し上げま す。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。ございませんか。  

 

（質疑なし。）  
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それでは質疑を終結いた し ます。  

それでは議案第２号につ い て討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これにて討論を終結し採 決 いたします。  

議案第２号を原案のとお り 可決することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 、 令 和 ６ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第３号） は、原案のと お り 可決されました。  

次に、日程第８、議案第 ３ 号、令和７年度南河内環境事業組合一般会計予

算を議題と いたします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

谷口副管理者副市長。  

 

副管理者副市長（谷口勝 久 ）  

ただいま上程されました 議 案第３号、令和７年度南河内環境事業組合一般

会計予算に つきまして、 提 案 の理由並びに内容のご説明を申し上げます。  

恐れ入りますが議案書４ ９ 頁をお願いいたします。  

第１条で、歳入歳出総額 そ れぞれ２７億９，５４３万円と定めております。

第２条は地 方債、第３条 は 一 時借入金、第４条は歳出予算の流用についての

条項でござ います。  

次に５０頁をお願いいた し ます。第１表、歳入歳出予算の歳入といたしま

して、款１ ．分担金及び 負 担 金から、款７．組合債までの款、項の金額は記

載のとおり でございます 。  
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次に５１頁をお願いいた し ます。  

歳出でございますが、款 １ ．議会費から款５．予備費までの款、項の金額

につきまし ても、記載の と お りでございます。  

次に５２頁をお願いしま す 。第２表、地方債は、ご覧のとおりの事業の起

債を発行さ せていただく 予 定 で限度額等は記載のとおりでございます。  

続きまして、事項別明細 書 にて詳細のご説明をさせていただきます。  

まず、財源を含めまして 歳 出のほうからご説明を申し上げます。６４頁を

お願いいた します。  

款１．議会費は３７３万 ５ 千円で、前年度と同額で、財源は繰越金及び一

般財源でご ざいます。  

次に、款２．総務費、項 １ ．総務管理費、目１．一般管理費は、７，４９

２万円で、 前年度比４２ ９ 万 ７千円の増、主なものは人勧による人件費の増

額によるも のでございま す 。  

次に６６頁をお願いいた し ます。目２．財産管理費、目３．公平委員会費、

目４．監査 委員費はご覧 の と おりで、目５．環境啓発費は３１３万２千円、

１２７万６ 千円の増額計 上 で ございます。環境啓発費におきまして、今年度

実 施 い た し ま し た ６ 市 町 村 パ ネ ル リ レ ー に加 え 、 そ の 他 、  環 境 啓 発 事 業 の

経費を計上 しております 。 財 源は目２から目５まですべて一般財源でござい

ます。６８ 頁をお願いい た し ます。  

総務費の計といたしまし て 、７，８３６万８千円、前年度比５５１万５千

円の増額と なっておりま す 。  

次に款３．衛生費、項１ ． ごみ処理費、目１．第 1 清掃工場業務管理費は

９億４，６ ４３万円で、 １ 億 ７，５６４万６千円の増でございます。主に、

人勧による 人件費の増で ４ ７ ５万７千円、節１０．需用費ではごみ処理量増

などによる 薬品等の増に よ り ３，３９０万９千円の増額、その下、節１２．

委託料では 、こちらもご み 処 理量増による灰の運搬処理業務料と、７１頁を

お願いいた します。残滓 埋 立 処分業務料の増、副産塩の処分料金の増などに

より前年度 比６，５８２ 万 ２ 千円の増額となっております。その下、節１４．



- 17 - 
 

工事請負費 におきまして は 、 通常どおり２炉の定期整備工事を実施すること

等により、 ６，６９５万 ８ 千 円の増額となっております。財源は、繰越金、

ごみ処理手 数料等と一般 財 源 でございます。  

次に、目２．第２清掃工 場 業務管理費は５億９，６７２万５千円で、ごみ

処理量の減 等により８， ０ ５ ６万７千円の減額計上としております。財源は

第１清掃工 場業務管理費 と 同 様でございます。  

次の７２頁をお願いいた し ます。頁下のほうですが、目３．財産管理費は

５，５６４ 万３千円、６ ， ８ ５３万１千円の減でございます。主なものは、

次の７５頁 をお願いしま す 。 表の一番上、節２４．積立金で施設整備積立金

元金の減額 によるもので ご ざ います。財源は行政財産使用料及び基金利子等

と一般財源 でございます 。  

次の、目４．残滓処理事 業 費、目５．シール印刷等業務管理費はご覧のと

おりで、目 ６．クレーン バ ケ ット取替事業費として、２，２４８万８千円を

計上してお ります。財源 は 、 地方債及び基金繰入金でございます。  

次に、下の表、款３．衛 生 費、項２．し尿処理費、目１．資源再生センタ

ー業務管理 費は１億９， ６ ８ ９万２千円で、３２１万３千円の減、主なもの

は、次の７ ６頁をお願い い た します。右側、節１２．委託料の減は、主に貯

留槽清掃業 務料で清掃範 囲 の 減等によるものでございます。  

次に、目２．財産管理費 は ４，６５３万５千円、３４７万５千円の増で、

主なものは 、右側、節２ ４ ． 積立金の利子収入増に伴う２８３万１千円の増

額によるも のでございま す 。 財源は行政財産使用料及び基金利子等と一般財

源でござい ます。  

次の７８頁をお願いいた し ます。目３．資源再生センター受入貯留設備更

新事業費は 新規事業で、 １ 億 ４，９６０万円の計上としております。財源は、

地方債及び 基金繰入金で ご ざ います。  

次の表、款４．公債費は 、 先ほどのご説明のとおりで、財源は繰越金及び

基金繰入金 と一般財源で ご ざ います。次の表、款５．予備費につきましては

５００万円 減の計上でご ざ い ます。すべて一般財源でございます。  
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以上、歳出の説明とさせ て いただきます。  

次に歳入についてご説明 申 し上げます。  

議案書戻っていただきま し て、５８頁をお願いいたします。  

先ほど、歳出のところで 財 源についてもご説明申し上げましたが、歳入科

目ごとの詳 細を説明させ て い ただきます。  

上から、款１．分担金及 び 負担金、項１．分担金、計の欄でございますが

２１億３， ６６１万５千 円 、 前年度比３４３万１千円の減、各市町村からの

分担金でご ざいます。  

次 に 、 項 ２ ． 負 担 金 、 目 １ ． シ ー ル 印 刷 等 業 務 負 担 金 、 １ ,７ １ ８ 万 ３ 千

円、前年度 比１１４万円 の 増 で、各市町村のシール印刷代等の計上で、各市

町村からご 負担いただく も の でございます。  

次に、款２．使用料及び 手 数料、項１、目１．使用料、３６９万円、主に、

駐車場等の 行政財産使用 料 等 でございます。  

次 に 、 項 ２ 、 目 １ ． 手 数 料 は 、 ご み の 一 般 持 ち 込 み 手 数 料 で７ ,９ ３ ０ 万

３千円、前 年度比１３万 円 の 増額でございます。  

次の６０頁をお願いいた し ます。  

款３．財産収入、項１． 財 産運用収入、目１．利子及び配当金は、９０８

万５千円、 基金運用の利 子 収 入でございます。項２、目１．財産売払収入は、

７７９万５ 千円、前年度 比 ４ ９９万６千円の増でございます。屑アルミ、残

滓選別鉄の 売却収益、及 び 第 １清掃工場の余剰電力の売電収入でございます。  

款４．繰入金、項１．基 金 繰入金、目１．施設整備積立基金繰入金は、２

億８，６２ ７万６千円、 前 年 度比１億７，４５９万３千円の減額でございま

す。計上額 はごみ処理で 、 残 滓処理事業、クレーンバケット取替事業関係、

起債償還に 伴う財源、ま た 、 し尿処理で設備更新事業に伴う財源として、そ

れぞれ基金 からの取崩で ご ざ います。  

その下、款５、項１、目 １ ．繰越金は、１億１，５００万円、前年度比１，

８００万円 の増で、前年 度 繰 越金でございます。  

次の６２頁をお願いいた し ます。  
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款６．諸収入、項１、目 １ ．雑入は１８万３千円、次の款７、項１、目１．

組合債は１ 億４，０３０ 万 円 で、１２億８，０５０万円の減は、第１清掃工

場基幹的設 備改良事業に よ る ものでございます。  

次に、事項別明細書のあ と の頁でございますが、８０頁から９３頁までは、

給与費明細 書、９４、９ ５ 頁 は債務負担行為の調書、９６、９７頁は、地方

債の調書、 最後に９８頁 か ら １０３頁は分担金の調書でございます。  

まことに勝手ながら、ご 覧 をいただきまして、説明は省略をさせていただ

きます。  

以上、簡単ではございま す が、令和７年度南河内環境事業組合一般会計予

算の説明と させていただ き ま す。何とぞ、よろしくご審議のうえ、原案どお

り御議決賜 りますようよ ろ し くお願い申し上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。  

 本議員。  

 

１番議員（  本博之）  

議案書６１頁、節１．財 産 売払収入（ごみ）で、余剰電力売電が今回７１

４万８千円 とありますが 、 昨 年、私たちが研修で伺った松阪市クリーンセン

ターでは、 エネルギーの 地 産 地消ということで、発電した電気を市内の公共

施設に供給 されていまし た が 、組合ではそういった取り組みをなされている

のかお聞き します。お願 い し ます。  

 

議長（駄場中大介）  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

お答えさせていただきま す 。第１清掃工場の基幹的設備改良工事によって、
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発電設備は 増強されてお り ま す。将来の使用電力量以上に発電が可能となり

ましたこと から、余剰電 力 を 売電できるようにはなっております。また、ご

質問の地産 地消に関しま し て 、第１清掃工場及び第２清掃工場では、昨年の

入札によっ て、本年１月 か ら 、電力需給の小売電気事業者が変更となってお

りまして、 この電気の需 給 契 約については、第１清掃工場が事業者に売った

電気を、第 ２清掃工場に 供 給 することとしておりますので、電気の地産地消

は本年１月 から行われて お り ます。  

 

議長（駄場中大介）  

 本議員。  

 

１番議員（  本博之）  

素晴らしいことだと思い ま す。今後も、住民のみなさまに安心、安全な事

業をしてい ただきたなと 思 い ますので、よろしくお願いします。ありがとう

ございまし た。  

 

議長（駄場中大介）  

ほかにございませんか。  

奥井議員。  

 

３番議員（奥井良一）  

２点お聞きします。議案 書 ６６頁、環境啓発費１２７万６千円増の部分で

すけれども 、今年度パネ ル リ レーを実施されて、来年度また別のことを実施

するという ことで、具体 的 に 何を実施するのか教えていただきたいのと、パ

ネルリレー の効果等も検 証 さ れているのか、お聞きします。  

２点目、議案書６８頁の 衛 生費の部分、約１億７，０００万円増の部分で

すけれども 、人件費が増 え て いる部分は分かるのですけれども、それ以外に

増えている 部分というの は 、 薬品等が上がっているということをお聞きした
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のですけれ ども、これは 単 年 度的なものなのか、今後ずっとベースになるの

か、その点 を教えてくだ さ い 。  

 

議長（駄場中大介）  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

まず１点目の環境啓発事 業 でございますが、ごみ関連イベントとしては、

分別を徹底 することなど で 、 リサイクル率を向上させるという方法がござい

ますが、そ ちらはご家庭 の ほ うでお願いいたしまして、やはり大阪府が取り

組まれてい るごみゼロプ ロ ジ ェクトのような、ごみの減量だけではなく、地

域環境の配 慮についても 同 時 に参加者のみなさまと考えることができるよう

なイベント にしていきた い と は考えております。１点目は以上でございます。  

２点目でございますが、 非 常にいま薬品等々、いろんなものが高騰してお

りますので 、なかなか下 が る のは難しいのかなとは思っております。以上で

ございます 。  

 

議長（駄場中大介）  

奥井議員。  

 

３番議員（奥井良一）  

１点目のごみゼロプロジ ェ クト、いろんなイベント、啓発やっていただく

のはいいの ですけれども 、 さ きほどもちらっと言ったのですけれども、効果

検証という か、パネルリ レ ー を実施されて何を得たのかという検証をしない

と、ただ実 施するだけで 終 わ っていると、お金がもったいないなという、私

もキックス で実施されて い る のを見に行きましたけれども、正直盛り上がり

が少なかっ たのかなとい う ふ うには感じます。せっかく、いいものを実施さ

れるのであ れば、しっか り 盛 り上げるのと、やっぱり住民のみなさまの意識
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が上がるよ うなイベント に 取 組んでいただきたいのですけれども、市町村と

しっかりや り取りをして い た だいて、これを実施したからごみがこれだけ減

ったという 、効果があり ま し たというようなイベントをお願いしたいと思い

ます。衛生 費のほうはわ か り ました。当然、いろいろ物価が上がっているの

で、ベース が上がってい く の は承知しました。以上です。  

 

議長（駄場中大介）  

よろしいですか。ほかご ざ いませんか。  

佐々木議員。  

 

１３番議員（佐々木希絵 ）  

人件費の話で、細かく見 て いきますと、前年度が３６人、職員さんがいら

っしゃって 、本年度が３ ５ 人 になるということで予算を組まれているのです

が、１人減 っても元々大 丈 夫 ということか、施設改良によって１人減っても

大丈夫とい うことか、１ 人 減 る理由とそれによる影響をお教えください。  

 

議長（駄場中大介）  

西尾局長。  

 

局長（西尾順治）  

まず、１名の退職される 方 は暫定再任用職員の方です。いま、会計年度任

用職員の方 も随時募集を さ せ ていただいております。募集時に来ていただい

たり、すぐ 退職されたり と い うことがあるのですけれども、そういったとこ

ろで対応し ていきたいと こ ろ と、基幹的設備改良事業により施設の信頼度が

上がります ので、その点 で も 若干人が少なくなっていっても大丈夫なところ

はございま す。以上でご ざ い ます。  

 

議長（駄場中大介）  
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よろしいですか。ほかご ざ いませんか。  

 

（質疑なし。）  

 

それでは、これをもって 質 疑を終結いたします。  

それでは、議案第３号に つ いて討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これにて討論を終結いた し ます。  

これより議案第３号を採 決 いたします。  

本案は、原案のとおり可 決 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第３号、令 和 ７年度南河内環境事業組合一般会計予算は、原

案どおり可 決されました 。   

次に、日程第９、監査報 告 第１号、例月出納検査の結果報告についてを議

題といたし ます。  

監査委員の報告を求めま す 。  

北井監査委員。  

 

監査委員（北井末廣）  

ただいま上程されました 監 査報告第１号、例月出納検査の結果報告につい

て、奥井監 査委員ととも に 検 査いたしました結果を、私のほうからご報告申

し上げます 。  

令和６年度７月分から１ ２ 月分の出納状況につきまして、各月分ごとに、
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それぞれ出 納検査を実施 い た しましたところ、出納報告及び証書類、帳票並

びに現金在 高がそれぞれ 符 合 し、正確でありましたので、地方自治法第２３

５条の２第 ３項の規定に 基 づ きまして、ここにご報告申し上げます。  

以上でございます。  

 

議長（駄場中大介）  

報告が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。よろしいですか。  

 

（質疑なし。）  

 

質疑がないようでござい ま すので、本件についてはこれにて終結いたしま

す。  

これをもちまして、本日 の 日程はすべて終了いたしました。  

それでは閉会を前に、管 理 者よりご挨拶をいただきます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

令和７年第１回組合議会 定 例会の閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し

上げます。  

今期定例会にご提案申し 上 げました令和７年度予算をはじめ、すべての議

案につきま して、原案の と お りご賛同いただきましたこと、心から厚く御礼

申し上げま す。  

さて、本組合の第１清掃 工 場の基幹的設備改良事業も本年２月末に竣工予

定でござい ます。これに よ り まして、組合が手がけてまいりました３施設の

大規模改修 工事がすべて 完 了 し、住民の方々の生活基盤であるごみ処理・し

尿処理に関 しまして、万 全 な 体制が整いましたので、みなさまにご報告させ

ていただき ますとともに 、 こ の間、議員各位には格別のご配慮賜りましたこ

とを深く感 謝申し上げま し て 、閉会のご挨拶とさせていただきます。  



- 25 - 
 

本日は、まことにありが と うございました。  

 

議長（駄場中大介）  

ありがとうございました 。  

閉会にあたりまして、私 か らも一言ご挨拶を申し上げます。今日は、みな

さま活発な ご議論、議会 運 営 、本当にありがとうございます。  

今日は雨で、少し温度も 暖 かくなりまして、春に向かっていくのだなあと

いうところ ですが、まだ ま だ 寒い日が続きますので、みなさんご自愛いただ

きまして、 ご活躍いただ く よ うご祈念申し上げまして、私のご挨拶とさせて

いただきま す。  

それでは、これをもちま し て、令和７年第１回南河内環境事業組合議会定

例会を閉会 いたします。  

ありがとうございました 。  

         

（閉会  午後３時２１分）  
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